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平成１８年２月２３日
ＴＢ０５－１３３
	タカラバイオ、子会社の宝生物工程（大連）有限公司を100%子会社化


タカラバイオ株式会社（社長：加藤 郁之進）は、中国大連市の子会社、宝生物工程（大連）有限公司の共同出資者である丸紅株式会社から、平成18年2月23日付けで、丸紅株式会社の出資持分を譲り受け、当社の１００％子会社といたしました。
１．取得前後の出資持分の状況

	取得前
	取得後

	タカラバイオ株式会社：９７．５％

丸紅株式会社：２．５％
	タカラバイオ株式会社：１００％


２．取得の目的

当社は、１９９３年に中国遼寧省大連市に遺伝子工学研究用試薬の生産拠点として宝生物工程（大連）有限公司を設立しました。昨年買収したクロンテック社製品についても、製造を順次中国に移行する計画であり、今後、宝生物工程（大連）有限公司の役割はますます重要になることが予想されますので、連結経営の強化をはかるために資本政策を見直すことにいたしました。
なお、本取得が平成18年３月期の連結業績に与える影響は軽微であります。
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この資料は、２月２３日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
【宝生物工程（大連）有限公司の概要】

所在地：
中国遼寧省大連市経済技術開発区
代表者：
加藤 郁之進（董事長）

設立時期：
1993年8月

資本金：
2,000百万円
従業員数：
354名（2005年9月30日現在）
事業概要：
バイオ研究用試薬の製造・販売、バイオ研究受託サービス
【丸紅株式会社の概要】

所在地：
東京都千代田区大手町一丁目４番２号

代表者：
勝俣 宣夫（代表取締役社長）
設立時期：
1949年12月

資本金：
231,789百万円
従業員数：
3,586名（2005年3月31日現在）
事業概要：
総合商社
【クロンテック社の概要】

会社名：　クロンテック・ラボラトリーズ・インク（Clontech Laboratories, Inc.）
所在地：
米国デラウェア州
事務所：
1290 Terra Bella Avenue, Mountain View, California 94043, U.S.A
代表者：
加藤 郁之進（President & CEO）

設立時期：
1984年3月

資本金：
83千米ドル（当社100%）
従業員数：
160名（2005年9月30日現在）
事業概要：
バイオ研究用試薬の製造・販売、バイオ研究受託サービス
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